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近年の健康ブームや食の安全に対する意識の高まりにより、安全で安心な農作物を求める声は広がっています。そこで注目されているのが「市民農園」です。一定の条件を満たせば農家の皆さんが自ら開設者となり小区画の農地を貸し出すことができます。

　
　●　道路に面した農地で10区画（1区画30㎡程度）以上とれるでしょうか。
　●　周辺の農地、農業者への支障はないでしょうか。
　●　利用者が農園を行き来するのは容易でしょうか。

　●　給水が確保できれば大変便利です。桶やタンクを設置したり、自然水（湧水、井戸水、雨水など）を引いたりする例もあります。
　●　相続税の納税猶予制度適用農地では市民農園を開設できません。


●　利用料収入 Ａ（１区画料金×設置区画数）から維持管理経費 Ｂ（固定資産税、共用部分の除草、修繕費など）を差し引いて初期整備費用 Ｃ（整地費、土壌改良、区画割り経費、給排水整備など）を回収します。
●　たとえば Ａ（6,000円×20区画＝120,000円／年）、 Ｂ（30,000円／年）、Ｃ （100,000円）の場合、Ａ－Ｂ－Ｃ ＝△10,000円となり、10,000円の負担となりますが、２年目からはＡ－Ｂとなります。





岡崎市では①・②・③・⑥の手続きに必要な書類の作成や
⑤の利用者の募集（市政だより掲載）をお手伝いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑤募集


①貸付協定　　　　　　　　　　 ⑥貸付契約


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


⑦利用料


③申請　　　　　 ④承認
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農地所有者


（開設主体）


②規程作成　　　　
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農業委員会
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問合せ・連絡先


岡崎市 農務課 園芸畜産係（農業支援センター内）　電話46-4490　








